
皆様、本日はお忙しい中ご参加いただき、誠にありがとうございます。財務部
⾧の吉浦です。

本日は、2024年3月期第1四半期決算、通期業績予想、セグメントの状況、及び
中期経営計画の取り組み状況について説明いたします。

まず、「第1四半期決算」について説明します。4ページをご覧ください。







 営業収益は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５類に変更
されるなど、行動制限の緩和や社会経済活動の正常化が一層進み、鉄道事業を
始めとした各事業における需要が緩やかに回復したことなどにより、対前年で
74億円増の979億円となりました。

営業利益についても、営業収益の増加により、対前年で56億円増の134億円。
EBITDAについては、対前年で64億円増加し、211億円となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、ドラッグイレブン株式の売却に伴
う特別利益の増加などにより、対前年で108億円増の177億円となりました。

次に、「通期業績予想」について説明します。8ページをご覧ください。









業績予想及び配当予想については、第1四半期決算の結果を踏まえ、5月11日公
表の予想から変更しておりません。

引き続き、収入の回復動向を注視しつつ、今期業績予想及び中期経営計画の数値
目標達成に向けた各種施策を推進してまいります。

次に、「セグメントの状況」について説明します。13ページをご覧ください











主な事業の状況について、ご説明します

鉄道事業については、定期収入が想定より堅調に推移した一方で、定期外収入は
回復ペースがやや遅い結果となりました。下期には、インバウンド向けレールパ
スをはじめとした価格改定や、旅行需要喚起に向けたプロモーションを実行する
ことで、挽回を図っていきます。

費用については、動力費や修繕費が前年に対し増加傾向ですが、通期業績予想の
範囲で収まっております。

なお、6月末から7月上旬に発生した2度の大雨により、久大本線を中心に道床流
出等の被害が発生しました。豊後森駅から由布院駅の間が7月19日まで運休して
おりましたが、現在は運行を再開しております。被害額については、現在精査中
です。

次のページをご覧ください。



不動産・ホテルセグメントの状況についてご説明します。 

不動産賃貸事業については、主要既存駅ビルのテナント売上が順調なスタートを
切っております。 

不動産販売事業については、前期のオフィスビル売却の反動により減収となって
いますが、今期は賃貸マンション1棟を第三者に売却し、分譲マンションについ
ても前年に対し若干の増収となるなど想定通りに進捗しております。 

ホテル事業については、高価格帯ブランドであるTHE BLOSSOMシリーズが牽
引する形で、ADRが想定を超える結果となりました。なお、インバウンド比率
については、客室数ベースで約４割となっており、コロナ前の約２割より高い水
準となっております。

次に、中期経営計画における重点戦略の進捗について説明します。23ページを
ご覧ください。



















 当社は、2030年⾧期ビジョンの実現に向け、2024年度までの3か年の中期経営
計画において、「成⾧軌道への復帰を図る」ステージとし、3つの重点戦略を推
進しています。

 次のページをご覧ください。



 鉄道事業の事業構造改革として実施している「未来鉄道プロジェクト」の一例として、
「未来のメンテナンス」をご紹介します。

 線路メンテナンスにおいては、係員が営業列車に添乗して沿線の状況を確認する列車巡
視や、係員が徒歩で軌道の状況を確認する徒歩巡視といった業務を、線路の状態に係わ
らず定期的に行っています。これらの業務を計測装置等を設置した列車自体が担い、自
動で判定まで行うことによって、より多くの情報を高頻度で収集することができ、
CBM化とそれによるライフサイクルコストの最小化を見込んでいます。

 また、係員の生産性や安全性の向上につながるとともに、データに基づいた状態判断が
可能になることで、誰もが参加し高度化できるメンテナンス体制となることも期待さ
れ、鉄道の収益性と持続性の向上につながると考えております。

 現時点の状況ですが、列車巡視については、既に営業列車４編成に検測装置を搭載して
運用中であり、一部路線において係員が添乗する列車巡視と置き換わっております。ま
た、徒歩巡視についても、軌道データ収集のための多機能型検測車両を目下開発中で
す。中期的には、検査判定を支援・自動化するAIの開発が課題となっております。

 次のページをご覧ください。



流通・外食事業の「事業構造改革の完遂」に向けた取り組みについてご説明しま
す。今中期経営計画では流通・外食事業の重点戦略として「ブランド／店舗の競
争力向上」を掲げ、出店戦略の見直しや既存事業の強化などを進めております。

お土産関連の専門店事業では、コロナ禍における売上減少の打開策として、テー
マ性のある期間限定の店舗づくりや、地域性のあるオリジナル商品などの販売を
強化しました。その結果、人流回復も追い風となり第１四半期における既存店売
上高はコロナ前比で106%となりました。

また、居酒屋・レストラン事業では、価格改定や不振店舗の廃止を中心とした構
造改革を進めております。加えて、2023年6月からは外部専門家の支援を受け
主要ブランドの再構築と強化を図り、抜本的な経営改善に取り組んでおります。

次のページをご覧ください。



⾧崎駅周辺開発は秋以降の開業に向けて、名称を「JR⾧崎駅ビル」に決定いた
しました。「JR⾧崎駅ビル」は博多に次ぐ規模の駅ビルとなります。

また、「⾧崎マリオットホテル」についても、今年の5月に総支配人が就任し、
2024年初頭の開業に向けて着実に準備を進めております。

次のページをご覧ください。



福岡エリア・西九州エリアに加えて、北九州エリアや鹿児島エリアでも新規開
発や物件取得を進めております。今年4月には鹿児島エリアにおいて複合施設
をオープンさせたほか、7月には北九州エリアに位置する、JR下曽根駅付近の
大型商業施設を取得しました。

このほか、各エリアでの高架下商業施設の開発も継続しており、今年4月に佐
賀駅高架下商業施設「サガハツ」を開業し、今年9月には折尾駅高架下商業施
設が開業予定です。

今後も交通ネットワークを活かした沿線エリアやターミナル駅でのまちづくり
を積極的に進め、交流人口の拡大に貢献してまいります。

次のページをご覧ください。



 最後に、日田彦山線BRTについて説明します。

 ７月上旬の大雨により、専用道が一部被害を受けましたが、8月28日の開業に向
けて、鋭意準備を進めております。

 先日、運行ダイヤを発表しましたが、運行本数は鉄道時代の約1.5倍を設定しま
した。通勤通学時間帯や、日中時間帯に増便することでより便利なダイヤとな
っており、地域の皆さまに親しまれる路線となることを目指します。

 以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。




